
 

 

  



2 月問題２ 

 
 

 

 

 

 

 

 

ここに数式を入力します。 

 

 

 

（解答） 

 中円、等円の半径をおのおのｒ、R とする。そして、上図 2 個の等円に対し余弦定理を適用す

る。 

(𝟐𝑹)𝟐 = 𝟐(𝑹 + 𝒓)𝟐 − 𝟐(𝑹 + 𝒓)𝟐 𝐜𝐨𝐬 𝜽 

= 𝟐(𝑹 + 𝒓)𝟐(𝟏 − 𝐜𝐨𝐬 𝟕𝟐𝝄) 

ここで、K=(𝟏 − 𝐜𝐨𝐬 𝟕𝟐𝝄)とおく。すると、 

𝟒𝑹𝟐 = 𝟐𝑲(𝑹𝟐 + 𝟐𝑹𝒓 + 𝒓𝟐) 

(𝟒 − 𝟐𝑲)𝑹𝟐 − 𝟒𝑲𝑹𝒓 − 𝟐𝑲𝒓𝟐 = 𝟎 

(𝟐 − 𝑲)𝑹𝟐 − 𝟐𝑲𝑹𝒓 − 𝑲𝒓𝟐 = 𝟎 

上式を R について解く。 

𝑹 =
𝟏

𝟐(𝟐 − 𝑲)
𝟐𝑲𝒓 ± 𝟒𝑲𝟐𝒓𝟐 + 𝟒(𝟐 − 𝑲)𝑲𝒓𝟐  

ここで、 

根号内＝𝟒𝑲𝟐𝒓𝟐 + 𝟖𝑲𝒓𝟐 − 𝟒𝑲𝟐𝒓𝟐 = 𝟖𝑲𝒓𝟐 

従って、 

𝑹 =
𝟏

𝟐(𝟐 − 𝑲)
𝟐𝑲𝒓 ± 𝟐𝒓√𝟐𝑲 =

𝟏

(𝟐 − 𝑲)
𝑲𝒓 ± 𝒓√𝟐𝑲  

 R> 𝟎より、 
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𝑹 =
𝒓

(𝟐 − 𝑲)
𝑲 + √𝟐𝑲  

となる。K＝𝟏 − 𝐜𝐨𝐬 𝟕𝟐°, 𝒓 =
𝟏𝟕.𝟓𝟓

𝟐
より、 

𝑹 =
𝟖. 𝟕𝟕𝟓

𝟏. 𝟑𝟎𝟗𝟎𝟏𝟕
𝟎. 𝟔𝟗𝟎𝟗𝟖𝟑 + √𝟐 ∗ 𝟎. 𝟔𝟗𝟎𝟗𝟖𝟑 = 𝟏𝟐. 𝟓𝟏𝟐𝟒𝟒𝟖 

従って、小円の直径は２R＝25.025 寸となる。 

 

「別解」 

 前項より、より単純に小円径を求める方法があったので、それを示す。図より、 

𝑹 = (𝑹 + 𝒓) 𝐬𝐢𝐧 𝟑𝟔° 

= 𝑹(𝟏 − 𝐬𝐢𝐧 𝟑𝟔°) 

= 𝒓 𝐬𝐢𝐧 𝟑𝟔° 

𝑹 =
𝒓 𝐬𝐢𝐧 𝟑𝟔°

𝟏 − 𝐬𝐢𝐧 𝟑𝟔°
= 𝟏𝟐. 𝟓𝟏𝟐𝟒𝟒𝟖 

よって、小円径は 2R=25.0245 寸となり、前項の結果と等しい。 

 

 

 

 


